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視力検査

Photo Caption 1: トゥーソン・ダウンタウン・ライオンズクラブでは、障害を抱えた子どもの検査を行っています。

Photo Caption 2: ブルームフィールド・ライオンズクラブの会員マイク・バートルは、幼稚園での視力検査でブリアンナ・レイテンの目に異常を見つけました。
ライオンズクラブが地元で行う取り組みは人生を変えることがあります。

ライオンズクラブ国際協会では創設以来今日に至るまで、その使命の一環として視力検査を行ってきました。マサチューセッツ州のローウェル・ライオンズクラブは1962年、ファッション・ショーの会場にブースを設けて資金集めを行いました。「怠惰な目」の異名を持つ弱視の児童を検査するためです。その症状は見逃されやすく、徐々に視力を失って失明に至る恐れがありますが、幼い頃に発見できれば治療に成功する可能性が大きく高まります。ローウェル・ライオンズクラブが2日間の行事で集めた資金は$1,500を超えました。
数十年経っても視力検査は続けられ、子どもたちの視力を守り、時には命まで救っています。2013年、幼稚園児のブリアンナ・レイテンはニューヨーク州ブルームフィールドのブルームフィールド・ライオンズクラブが行った視力検査に参加しました。
一次検査を受けた後、ブリアンナは追加検査を勧められます。両親はブリアンナの目に異常があることに全く気付いていませんでしたが、3週間後に医師の診察を受けた時には彼女の目はかすみ始めており、片方の目で腫瘍のために網膜が完全に剥がれているのが見つかりました。その時点ではがん性の腫瘍であるかは不明でしたが、医師たちはすぐに手術することを勧めました。しかし、腫瘍を除去するには眼球を摘出する必要があったのです。
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「親として難しい決断でした」と、ブリアンナの父ゲリーは言います。「がんでなかったとしたら、間違った決断になると分かっていたのですから。」
ブリアンナの両親は手術を受けさせることに決め、その後の検査でこれが正しい決断だったと分かります。腫瘍はがん性でしたが、ブリアンナの身体の別の場所に広がる前に取り除くことができました。
ライオンズクラブは検査からブリアンナの回復までずっとレイテン家を支え続け、勇敢で快活なこの幼稚園児に人工眼球を購入できるよう支援しました。
「彼女の最大の関心事は、幼稚園に戻って卒園式で歌う園歌を覚えることです」と、ブリアンナの母ドリーは言っていました。
レイテン家はその後、ライオンズクラブ国際協会とその視力検査活動の熱心な支持者になりました。2015年、ブリアンナと両親はニューヨークで毎年行われる国連ライオンズ・デーとハワイでの国際大会に出席し、家族に起きたことを話してくれました。他の子どもたちのために、より多くのライオンズクラブに視力検査を行ってほしいと願ってのことでした。
簡単かつ迅速に行える視力検査は子どもたちの人生を大きく変えることがあり、国際協会のライオンズ・キッズサイト・プログラムでは毎年米国で50万人余りの児童を検査しています。視力検査はライオンズの長い伝統として視力を守り、命を救っているのです。
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